平成１６年第５回理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　
開催日時：　平成１６年９月２６日（日）１０：００～１８：００
開催場所：　（株）フォーシーズ　本社会議室

出席者：　占部副会長、周東監事、国見理事長、中川副理事長、荒川理事、山下理事、渡辺理事、檜皮理事、佐藤理事、濱本理事、原田理事、東理事、市野理事、坂上理事（１４名）

欠席者：　赤津監事、神谷理事、雑賀理事（３名）

※議事に先立ち議事録作成者を坂上理事、署名人を佐藤理事、檜皮理事とし審議に入る。

議題１．２００４　IODAアジア選手権の総括

1． 全体講評　（国見理事長）

　準備不足等による多少の問題はあったものの大きな混乱は無く､大会を無事に終了する事ができた｡　ご協力を戴いた皆様に改めて御礼を申し上げたい｡

参加国､インターナショナルジャッジ、インターナショナルメジャラーからも一部修正点の指摘は受けたが､おおむね好評を得る事が出来た｡

又､外部委託を抑え､手作りで大会運営を進めた事により､経費を抑えることに留まらず､今回多くの経験を得る事が出来た。協会の大きな財産として今大会の資料を確実な形で残していきたい｡

２．会計　（中川副理事長）

　大会スポンサー協賛金等の最終確定中の為､今大会収支報告は総会時に行う｡

　おおむね予算内での着地の予定｡

３．レース委員会　（山下理事）

　多くの皆様にご支援戴き、大会を無事に終了する事ができ、御礼を申し上げたい｡

地元との調整及び､参加者に対する情報開示に不足があった為、ご迷惑をお掛けした皆様にはお詫びを申し上げたい｡

以上を鑑みて､海上運営は満点には届かないものの､８０点位の内容は達成できたと考える｡

４．計測委員会　（荒川理事）

　今年度ワールド派遣で得た経験を活かし､ワールドと同様の内容で､海上計測を含め実施することが出来た｡

今年問題となっている「張り出しリーチ」についても同様の計測を行ったが､ワールドでは１／３程度のセールに問題があり、その中の多数が修正を要求されたが､本大会では既に対策されており、２艇のみ再計測となった｡

又､海上計測時に安全条項違反としてライフジャケットファスナー破損によるＰＦＰ(5点加算)を受けた選手がいた｡（参考：クラスルール4.2(a)により､「メーカーの意図した着用方法で着用する事の義務付け｡」）

５．日本チームについて（特記）

　日本チームについて､①宿舎備品等の破損②宿舎ルールの違反③海外チームに対する開催国としてのホスピタリティ不足･･･等の指摘を受けている｡

海外派遣選手のマナー､一般常識については今後の協会としての重要課題とする｡

理事･指導者･保護者により選手マナー等ＯＰ理念の再確認を行い、選手への指導強化を実施する

６．強化

IODAアジア選手権特化で強化した今年の強化方針の検証について、総会までに強化部会で纏め上げる事とする｡　（担当理事欠席の為｡）

議題２．２００４全日本選手権

　・予定通り､江ノ島ヨットハーバーにて10/31～11/3に開催する｡

　・運営主体は神奈川県連であるが､各クラブ参加型で運営を進めていきたい｡

･ 開催地枠(２人)として藤沢市青少年S.C.及び江ノ島Ｊｒ.より各１名の推薦を県連より受け､承認した｡

　・２００４年度年次総会は11/1「ホテルニュー向洋」にて１９時より行う｡

（当初ＮＯＲの１８時を変更｡）

　・２００５年度以降のヨーロッパ選手権参加人数枠は減少の方向で協議されているが､今回の全日本小学生１位のヨーロッパ選手権参加枠は残すものとする｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※担当理事･････山下理事

議題３．２００４年度年間表彰対象
1 アジアセーリングチャンピオンシップ女子優勝　後藤沙季（別府Ｊｒ．）

2 IODAアジア選手権チームレース優勝　　　　　　　　　ＪＰＮ２

上記２名(チーム)に対し､全日本時に表彰を行うものとする｡

議題４．会計報告（中川副理事長）

　･決算書(9/15現在。IODAアジア選手権関連を除く)を一部修正の上､承認｡

議題５．レース担当

　・２００５年全日本チームレース大会を江ノ島にて実施を承認｡（江ノ島Ｊｒ.へ委託）

· 6月開催を目処に日程等調整。(８月開催の変更)

　・全日本オープン開催地は次回理事会（2005年度第２回）で決定する｡

（開催希望地は立候補の事｡）

　・２００５選考会は前理事会決定通り､静岡県三ケ日にて3/26～3/29の日程で開催する｡

　　運営主体は静岡県連であるが､開催地連盟とＯＰ協会の協同型で運営を進めていきたい｡
　又､海外派遣選手選考会として､マナー育成の重視を告知する｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※担当理事･････荒川理事

議題６．総務･財務担当

　・活動報告･活動計画等総会提出書類を承認｡

議題７．海外派遣担当
　・活動報告･活動計画等総会提出書類を承認｡

　・ヨーロッパチーム報告書内容発表｡

議題８．ルール計測担当

　・インターナショナルメジャラー(国際計測員)への荒川理事推薦の件､今年度はＪＳＡＦ推薦(国際大会計測員実績３大会)が６月末の推薦締切時期で満たされず、その後となった本年のIODAワールド選手権･IODAアジア選手権の実績で認定基準を満たした為､２００５年度の認定を目指す｡

　・本年のIODAワールド選手権計測研修とIODAアジア選手権の計測で多くの収穫を得る事ができた。先般開示した「張り出しリーチ問題」等世界同時進行でＪＯＤＡが対応することが出来た.
　　今後も計測員の海外派遣を積極的に実施し､ＩＯＤＡへの貢献を強めると共に､情報収集を行い､フィードバックを行っていく｡

　・「張り出しリーチ問題」については先般公示通り､ＩＯＤＡに準拠し､２００５年３月１日より、当該セールのレース使用は不可とする｡　経過措置(特例)として､２００４年発行のセール計測証明書分のセールリカット後の再計測証明について、２００５年度ＪＯＤＡ主催レースの計測時に当該レース使用分に限り､特別に再計測を行い、その証明費用（＠１，０００円）を無償とする｡　

　　

参考：セール生地（９×９㎜以下のグリット）規制（クラスルール6.1.4）も２００５年３月１日より実施され、当該セールのレース使用は不可とする｡
議題９．広報担当

　・ＯＰ教材ＣＤを､各クラブへ配布したい｡　･････　承認｡

議題１０．総会関連

　・各担当理事は０４活動報告及び､０５活動計画等総会提出資料を作成の上､10/１迄に事務局へ提出の事｡
　・改選理事公募の際､監事任期の間違い(両名共に今期改選)があり､9/27に公示の上10/6締め切りで､公募を行う｡

以　上

議事録記載者　　　坂上 智文 

議事録確認者　　　檜皮 浩二 
佐藤 勝也 

